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１ 秋まき小麦 

(1) 排水対策 

○降雨によるは種作業の遅れや生育不良を軽減するために、サブソイラ等で

耕盤層を破砕し、土壌の排水性・通気性を確保しましょう。 

 

(2) は種時期とは種量 

○本年産の種子は 42.3ｇと昨年より大きい傾向です。 

○安定的な生育量を確保するには、越冬前に葉数 5.0 葉、茎数 550～900 本/

㎡が必要です。 

「表１」を参考に、は種時期に合わせては種量を決定しましょう。 

○過度なは種量の増加は茎数コントロールが難しくなり、過繁茂や倒伏、細

麦の発生など低品質麦の要因となります。 

○適正なは種深度は２～３㎝です。深まきは出芽率の低下や二段根発生によ

る生育遅延の要因となります。 

 

 

表 1 は種時期別は種量の目安 

 

 

 

 

 

※は種量は、千粒重 43.0g、出芽率 90％で算出。(大樹アメダス平年値使用) 

 

 

(3) 除草剤の使用 

○雑草対策には、優占雑草の種類に応じた除草剤を選択しましょう。特にイ

ネ科雑草は、秋の土壌処理が効果的です。 

 

 

 

 

 

 



薬剤名 系統名 希釈倍率(倍) 使用回数 使用時期 RAC番号

ディアナSC スピノシン 2,500～5,000 2 前日まで 5

ﾌﾟﾚﾊﾞｿﾝﾌﾛｱﾌﾞﾙ5 ジアミド 4,000 2 7日前まで 28

モスピランSL液剤 ﾈｵﾆｺﾁﾉｲﾄﾞ 2,000 3 14日前まで 4A

スミチオン乳剤 有機リン 1,000 4 21日前まで 1B

薬剤名 系統名 希釈倍率(倍) 使用回数 使用時期 RAC番号

カスケード乳剤 ﾍﾞﾝｿﾞｲﾙ尿素 4,000 4 7日前まで 15

フェニックス顆粒水和剤 ジアミド 5,000～6,000 2 前日まで 28

ディアナSC※ スピノシン 5,000～7,500 2 前日まで 5

※5,000倍で幼虫,成虫に効果的。

２ てんさい 
(1)褐斑病の防除 

○発生は少なめですが 9 月以降も引き続き防除を 

実施しましょう。 

 

(2)シロオビノメイガ、シロイチモジヨトウの防除 

○本年は 8 月中旬より成虫が確認されております。 

また、北海道防除所より注意報が出されておりま 

す(QR コード参照)。 

今後の被害拡大に注意が必要です。 

また、薬剤の使用時期に注意しましょう。 

 

表 2 シロオビノメイガ、ヨトウガの防除例 

 

 

 

 

 

 

３ 小豆 
(1)ノメイガ類の防除 

○8/17 に十勝南部管内でマメノメイガ成虫の飛来を確認しました。 

○ほ場観察を行い、見つけたらノメイガ類に効果のある農薬で防除を実施

しましょう。 

 

表 3 ノメイガ類の防除例（小豆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
収穫が近い作物へのドリフトに注意。 

 
トラクタや作業機には早めのライト点灯。 

 
作業中の収穫機点検は必ずエンジンを止めて。 

 

8/5 防除所注意

報 


